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新
し
い
年
が
始
ま
り
早
い
も
の
で
既
に

2
ケ
月
が
経
過
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
穏

や
か
な
年
の
初
め
と
な
り
、
会
員
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
も
健
や
か
に
２
０
１
７
年

を
迎
え
、
稽
古
に
も
精
進
さ
れ
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

お
陰
様
で
、
埼
玉
県
合
気
道
連
盟
は
今

年
設
立
35
周
年
を
迎
え
加
盟
団
体
も
49
ま

で
広
が
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、

日
頃
か
ら
の
会
員
、
役
員
を
は
じ
め
関
係

者
の
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
助
言
あ
っ
て
の

こ
と
で
す
。
改
め
ま
し
て
厚
く
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

現
在
、
合
気
道
は
、
欧
米
は
じ
め
中
南

米
、
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
世
界
130
カ
国
へ
と

広
く
普
及
し
、
昨
年
は
4
年
に
1
度
の
国

際
合
気
道
大
会
が
、
群
馬
県
高
崎
市
で
開

催
さ
れ
、
延
べ
一
万
二
千
人
の
会
員
が
参

加
し
、
充
実
し
た
心
身
の
錬
成
を
図
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

い
た
ず
ら
に
力
に
頼
り
他
人
と
強
弱
を

相
争
う
こ
と
で
は
な
く
、「
人
と
和
す
る
事

が
大
切
」
で
あ
る
と
い
う
『
和
合
の
た
め

の
武
道
』
と
い
う
合
気
道
の
精
神
を
大
切

に
し
、
国
・
人
種
・
宗
教
の
壁
を
な
く
す
、

こ
の
素
晴
ら
し
い
合
気
道
を
一
人
で

も
多
く
の
方
々
に
ご
理
解
頂
け
る
よ

う
、
こ
れ
か
ら
も
力
を
尽
く
し
て
い

く
所
存
で
す
。

埼
玉
県
連
盟
加
盟
道
場
の
皆
様

は
じ
め
、
公
益
財
団
法
人
合
気

会
、
全
日
本
合
気
道
連
盟
と
も
緊

密
な
連
携
を
取
り
な
が
ら
合
気
道

を
通
し
、
心
と
身
体
の
錬
成
と
会

員
相
互
の
交
流
の
場
を
よ
り
提
供

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
０
１
７
年
の
皆
様
の
ご
健
勝

と
ご
発
展
を
祈
念
し
、
今
後
も
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
指
導
、
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

埼
玉
県
合
気
道
連
盟
　
衆
議
院
議
員
　
　
武
正
　
公
一

合
気
道
連
盟
35
周
年
に
あ
た
り

年
末
も
押
し
迫
る
12
月
22
日（
木
）

よ
り
26
日
（
月
）
ま
で
蘇
州
合
気
道

小
林
道
場
の
招
待
に
よ
り
恒
例
の
蘇

州
合
気
道
講
習
会
に
指
導
に
伺
い
ま

し
た
。

蘇
州
に
は
毎
年
こ
の
時
期
に
お
伺
い
し

て
、
す
で
に
8
年
目
、
8
回
と
な
り
ま
す
。

毎
年
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
南
米
、
北
米
で
指
導

し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
時
期
上
海
浦
東

国
際
空
港
に
立
つ
と
、「
今
年
も
終
わ
り

か
…
」
な
ど
と
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

蘇
州
は
日
本
の
方
に
は
蘇
州
夜
曲
や
張

継
の
詩
で
有
名
な
寒
山
寺
の
あ
る
所
と
し

て
馴
染
み
の
あ
る
街
で
す
。
但
し
現
在
は

数
多
く
の
海
外
企
業
が
進
出
し
多
く
の
海

外
企
業
の
工
場
、
倉
庫
が
あ
る
こ
と
で
も

有
名
で
す
。

蘇
州
合
気
道
小
林
道
場
は
九
年
前
蘇
州

に
進
出
し
た
日
本
企
業
の
方
々
が
蘇
州
で

も
合
気
道
を
楽
し
も
う
と
立
ち
上
げ
た
団

体
で
す
。
そ
の
当
時
の
主
催
者
古
沢
収
氏

が
、
以
前
私
の
道
場
で
稽
古
を
し
て
い
た

関
係
で
、
毎
年
蘇
州
に
お
伺
い
す
る
よ
う

合
気
道
増
田
道
場
　
　
増
田
　
学

中
華
人
民
共
和
国
蘇
州
講
習
会
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に
な
り
ま
し
た
。

講
習
会
は
23
日
（
金
）・
24
日
（
土
）・

25
日
（
日
）
の
3
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。

稽
古
は
午
前
、
午
後
各
1
回
、
1
日
2
回

行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
現
地
の
会
員
を

中
心
に
平
均
20
名
程
度
で
、
中
に
は
遠

く
マ
カ
オ
か
ら
の
参
加
も
あ
り
ま
し
た
。

8
年
前
初
め
て
蘇
州
で
講
習
会
を
行
っ
た

時
は
10
人
程
度
で
、
参
加
者
の
ほ
と
ん
ど

が
現
地
駐
在
の
日
本
人
で
し
た
。
し
か
し

今
で
は
現
在
責
任
者
の
長
渕
豊
氏
以
外
の

日
本
人
は
2
〜
3
人
、
残
り
は

中
国
の
方
々
で
、
合
気
道
が
蘇

州
に
も
浸
透
し
て
き
た
感
が
あ

り
ま
す
。

講
習
会
場
は
普
段
か
ら
蘇
州

合
気
道
小
林
道
場
で
使
用
し
て
い

る
揚
派
武
舘
（
揚
敢
峰
館
長
）
で

す
。
他
に
も
中
国
拳
法
や
日
本
の

剣
道
を
稽
古
し
て
い
る
私
設
道
場

で
す
が
、
広
さ
は
約
100
畳
ほ
ど

あ
り
、
参
加
者
に
と
っ
て
は
十
分

な
広
さ
で
す
。

講
習
会
は
23
日
（
金
）
の
午
前

中
と
24
日
（
土
）
の
午
前
中
は
有

段
者
の
参
加
者
が
多
か
っ
た
為
、

短
刀
取
り
や
2
人
取
り
等
の
応
用

技
を
稽
古
し
、
逆
に
そ
の
日
の
午

後
は
初
心
者
で
も
分
か
る
よ
う
片

手
取
り
や
正
面
打
ち
の

基
本
技
を
稽
古
し
ま
し

た
。24

日
（
土
）
の
稽
古

後
は
審
査
、
歓
迎
パ
ー

テ
ィ
ー
も
行
わ
れ
、
蘇

州
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち

な
が
ら
、
現
地
の
方
々

と
夜
も
更
け
る
ま
で
交

流
を
ふ
か
め
ま
し
た
。

最
終
日
の
25
日
（
日
）

は
現
地
の
方
々
の
ご
要

望
に
よ
り
剣
と
杖
の
稽

古
を
終
日
行
い
ま
し
た
。

講
習
会
終
了
後
ま

た
来
年
の
再
開
を
約

束
し
、
日
本
へ
の
帰

路
に
つ
き
ま
し
た
。
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平
成
28
年
3
月
18
日
東
京
都
中
央
区
立

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
第
一
武
道
場

に
於
い
て
、
上
部
団
体
で
あ
る
城
南
合
氣

会
主
催
の
平
成
28
年
度
演
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
当
会
か
ら
は
77
名
が
参
加
し
、

総
勢
77
名
と
な
り
ま
し
た
。

毎
年
12
月
に
行
わ
れ
る
演
錬
会
は
、
昇

級
・
昇
段
審
査
の
『
審
査
会
の
部
』
と
所

属
部
会
ご
と
に
演
武
を
行
う
『
演
武
会
の

部
』
と
の
2
部
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

審
査
会
の
部
の
受
審
者
は
、
五
級
か
ら

弐
段
ま
で
の
15
名
で
し
た
。
緊
張
の
あ
ま

り
、
普
段
の
稽
古
の
よ
う
に
技
が
で
き
て

い
な
か
っ
た
方
や
い
つ
も
以
上
に
技
が
冴

え
て
い
た
方
等
、
受
審
者
の
真
剣
な
表
情

が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

当
会
か
ら
は
、
四
級
審
査
に
1
名
受
審

し
ま
し
た
。
姿
勢
と
残
心
を
意
識
し
て
い

た
点
が
評
価
さ
れ
、
無
事
に
合
格
点
を
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

演
武
会
の
部
で
は
、
14
の
所
属
部
会
が

5
分
程
度
の
演
武
時
間
で
各
種
技
の
披
露

を
し
ま
し
た
。
各
部
会
の
代
表
者
に
よ
る

厳
し
い
判
定
を
受
け
、
最
も
優
れ
た
部
会

に
は
、
師
範
賞
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

入
場
か
ら
退
場
ま
で
一
糸
乱
れ
ぬ
動
き

を
見
せ
た
部
会
も
あ
れ
ば
、
一
人
で
居
合

道
の
演
武
を
す
る
部
会
や
多
数
で
杖
道
の

演
武
を
す
る
部
会
も
あ
り
、
1
年
間
に
修

錬
さ
れ
た
技
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

合
気
道
を
学
に
あ
た
り
、
居
合
道
と
杖

道
を
必
修
武
道
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
城

南
合
氣
会
の
特
色
で
も
あ
り
ま
す
。

志
念
会
は
、
護
身
の
型
6
本
を
演
武
し

ま
し
た
。
こ
の
型
は
平
成
22
年
に
志
念
会

の
指
導
部
で
考
案
し
た
も
の
で
す
。
武
道

未
経
験
の
方
で
も
覚
え
ら
れ
る
簡
単
な
合

気
道
の
技
法
を
使
っ
た
護
身
術
で
す
。
護

身
の
型
【
入
身
投
げ
、
呼
吸
法
、
引
き
落

と
し
、
一
教
裏
、
二
教
裏
、
腕
挫
き
】
を

3
組
で
行
い
、 

解
説
を
交
え
て
演
武
を
行

い
ま
し
た
。

志
念
会
代
表
者
　
　
関
根
　
進
緑

演
錬
会

演
錬
会
は
次
第
通
り
に
進

行
し
、
定
刻
に
無
事
終
了
し

ま
し
た
。

演
錬
会
後
の
懇
親
会
で

は
、
演
武
採
点
結
果
の
下
位

か
ら
順
番
に
発
表
さ
れ
、
部

会
の
近
況
報
告
と
判
定
講
評

が
あ
り
ま
し
た
。
当
会
は
各

部
会
の
代
表
者
の
方
々
か
ら

高
評
を
得
て
師
範
賞
を
授
与

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

受
け
継
が
れ
た
合
気
道
を

次
の
世
代
に
繋
ぎ
、
志
を
念

じ
て
修
錬
す
る
誓
い
を
立

て
、
美
酒
に
酔
い
し
れ
会
場

を
あ
と
に
し
ま
し
た
。
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春
日
部
市
を
拠
点
に
、
せ
ん
げ
ん
台

や
幸
手
市
な
ど
周
辺
地
域
も
含
め
て
合

気
道
の
普
及
に
努
め
て
い
る
合
気
道
堀

越
道
場
で
す
が
、
そ
の
支
部
道
場
の
ひ

と
つ
で
あ
る
宮
代
合
気
道
会
と
加
須
合

気
道
会
は
、
い
ず
れ
も
堀
越
道
場
長
の

肝
い
り
で
１
９
８
６
年
（
昭
和
61
年
）

に
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
爾
来
発
足

30
周
年
を
迎
え
た
こ
と
を
受
け
、
２
０
１
６
年

12
月
4
日
、
宮
代
町
総
合
体
育
館
『
ぐ
る

る
宮
代
』
で
、
両
合
気
道
会
の
30
周
年
記

念
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
合
気
道
堀
越
道
場
の
傘
下
道

場
を
中
心
に
、
ゲ
ス
ト
と
し
て
中
野
区
合

気
道
会
・
本
町
教
室
か
ら
の
参
加
有
志
者

も
含
め
、
下
は
中
学
生
か
ら
、
上
は
80
歳

代
ま
で
の
男
女
が
七
十
名
超
参
加
し
、
盛

大
な
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
136
畳
の

柔
道
場
に
大
勢
が
参
集
す
る
こ
と
か
ら
、

受
け
身
が
取
れ
る
だ
ろ
う
か
、
狭
い
空
間

で
体
を
ぶ
つ
け
て
ケ
ガ
を
し
な
い
だ
ろ
う

か
、
な
ど
セ
ミ
ナ
ー
開
始
前
は
い
ろ
い
ろ

と
危
惧
し
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
こ
は
合

気
道
の
稽
古
を
通
じ
て
の
技
の
習
得
プ
ラ

ス
相
手
を
慮
る
気
持
、
和
を
尊
ぶ
心
な

ど
、
所
謂
合
気
道
ス
ピ
リ
ッ
ツ
を
日
頃
か

ら
磨
い
て
き
た
賜
物
故
な
の
か
、
ひ
と
り

も
ケ
ガ
す
る
こ
と
な
く
、
和
気
あ
い
あ
い

と
講
習
会
を
無
事
終
え
ら
れ
た
こ
と
は
、

主
催
者
側
と
し
て
最
上
の
喜
び
と
い
え
ま

し
ょ
う
。　
　
　
　
　

講
習
会
は
前
半
と
後
半
に
分
か
れ
、
前

半
の
指
導
は
10
時
過
ぎ
か
ら
中
野
区
合
気

道
会
・
本
町
教
室
で
指
導
し
て
い
る
野
島

正
雄
教
室
長
（
当
時
六
段
、
現
七
段
）
が

担
当
、
柔
ら
か
い
体
捌
き
か
ら
、
相
手
に

軽
く
崩
し
を
入
れ
な
が
ら
受
け
の
動
き
を

制
し
て
い
く
技
を
中
心
に
指
導
し
て
戴
き

ま
し
た
。

講
習
会
後
半
は
堀
越
春
芳
道
場
長

（
七
段
）
指
導
の
下
、
前
半
と
は
一
転
、

相
手
が
ど
ん
な
握
り
方
で
あ
れ
強
く
手
首

を
持
っ
て
き
た
際
に
は
ど
う
対
処
す
る

か
、
相
手
が
力
を
頼
り
に
ス
ト
ロ
ン
グ
む

き
出
し
で
向
か
っ
て
き
た
時
の
対
し
方
、

制
し
方
な
ど
を
学
び
、
12
時
30
分
に
講

習
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

通
常
で
あ
れ
ば
、
同
じ
道
場
内
の
同
じ

メ
ン
バ
ー
と
汗
を
流
す
ケ
ー
ス
が
日
常
の

稽
古
風
景
か
と
思
い
ま
す
が
、
今
回
の
講

習
会
の
よ
う
に
、
硬
軟
相
交
ぜ
た
稽
古

や
、
同
門
の
他
道
場
、
異
な
る
団
体
の
人

た
ち
と
の
合
同
稽
古
を
体
験
す
る
こ
と
を

通
じ
て
、
合
気
道
の
稽
古
に
お
け
る
交
流

の
意
義
深
さ
を
改
め
て
再
認
識
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
40
周
年
、
50
周
年
と
記
念

イ
ベ
ン
ト
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
会
員

一
同
合
気
道
の
鍛
錬
並
び
に
交
流
に
精
進

し
て
参
る
所
存
で
す
。

因
み
に
、
宮
代
合
気
道
会
の
稽
古
は

『
ぐ
る
る
宮
代
』
で
金
曜
日
19
時
、
日
曜

日
11
時
よ
り
。
加
須
合
気
道
会
は
加
須
市

民
体
育
館
で
土
曜
日
19
時
よ
り
そ
れ
ぞ
れ

稽
古
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
一
度

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

宮
代
合
気
道
会 

会
長
　
　
金
子
　
正
史

宮
代
・
加
須
30
周
年
講
習
会
報
告
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開
祖
植
芝
盛
平
先
生
の
「
合
気
道
の
精

神
」
と
西
尾
昭
二
先
生
の
合
気
道
は
認
め

合
い
か
ら
始
ま
り
、
許
し
合
い
与
え
合
う

手
取
り
の
「
ど
う
ぞ
」
の
与
え
導
く
と
い

う
合
気
道
の
技
の
素
晴
ら
し
さ
を
一
人
で

も
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
し
た
。

そ
こ
へ
上
尾
市
内
の
小
学
生
（
6
年

生
）
へ
の
「
日
本
の
文
化
体
験
授
業
」
の

講
師
を
依
頼
さ
れ
ま
た
。

子
供
達
や
先
生
方
に
理
解
し
て
も
ら
う
に

は
、
大
変
あ
り
が
た
い
機
会
と
思
い
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

学
校
で
は
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で

や
り
ま
す
の
で
、
合
気
道
だ
け
に
絞
っ
て

授
業
を
す
る
と
こ
ろ
は
、
ま
だ
少
な
い
で

す
が
、
徐
々
に
増
え
る
事
を
願
っ
て
お
り

ま
す
。

授
業
の
内
容

（ 

授
業
補
助 

上
尾
合
気
会 

高
橋
、
福
元 

）

1
、
学
校
の
準
備
体
操

2
、「
合
気
道
の
精
神
」
の
説
明
、
事
前

に
生
徒
達
に
配
り
読
ん
で
来
て
も
ら
い

内
容
を
説
明
し
、「
感
謝
の
心
」「
お
も

い
や
り
」「
気
配
り
」「
心
身
の
鍛
錬
」

の
大
切
さ
を
お
教
え
ま
す
。

3
、
礼
の
仕
方
（
正
座
と
姿
勢
を
正
す
こ
と
）

4
、
演
武
を
し
て
、
合
気
道
の
動
き
を
見

て
も
ら
い
（
2
）
の
こ
と
を
説
明
い
た

し
ま
す
。

5
、
受
身
（
後
受
身
、
前
受
身
、
前
受
身

は
体
育
の
前
転
で
良
い
こ
と
と
す
る
）

6
、
技
は
、
イ
、
前
合
気　

ロ
、
手
鏡
ハ
、

入
身
二
、
一
列
に
並
ん
で
呼
吸
技
ホ
、

ラ
ッ
プ
芯
を
短
刀
に
み
た
て
て
小
手
返

し
な
ど
日
常
生
活
に
お
け
る
危
機
管
理

を
教
え
て
お
り
ま
す
。

7
、
最
後
に
質
疑
応
答
で
終
わ
り
ま
す
。

後
日
、
生
徒
全
員
の
体
験
授
業
の
感
想

文
を
い
た
だ
き
ま
す
が
、
合
気
道
の
認
知

度
が
低
い
事
を
知
ら
れ
ま
す
、
一
方
同
時

に
合
気
道
の
体
験
が
で
き
た
こ
と
に
感
謝

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

限
ら
れ
た
時
間
内
（
2
〜
3
時
間
）
で

す
の
で
、
合
気
道
の
全
て
を
知
っ
て
も
ら

う
事
は
難
し
い
で
す
が
日
本
の
伝
統
文
化

は
全
て 

和
の
精
神
、
人
を
倒
す
だ
け
の

武
道
は
一
つ
も
な
い
、
人
を
活
か
し
育
て

る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
伝
達
出
来
れ
ば
と

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
だ
上
尾
市
全
校
で
は
な
い
で
す
の
で

い
つ
の
日
か
市
内
全
校
か
ら
依
頼
さ
れ
る

よ
う
継
続
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

尚
、
試
行
錯
誤
で
進
め
て
お
り
ま
す
の

で
、
皆
様
か
ら
良
き
ア
ド
バ
イ
ス
等
が
有

り
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
、
ご
指
導
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

上
尾
合
気
会
　
　
黒
須
　
信
彌

日
本
の
文
化
体
験
授
業
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埼玉県合気道連盟

行事予定

［平成 29年度］

● 埼玉県武道大会兼第 32回少年錬成会
 日時：平成 29年 4月 9日（日）午後 1時 00分 ~午後 3時 00分

 場所：埼玉県立武道館

 主管道場：A&P合気道石垣道場

● 定例理事会
 日時：平成 29年 4月 16日（日）午後 4時 00分 ~午後 5時 30分

 場所：にいざほっとぷらざ　会議室 1

● 定期総会
 日時：平成 29年 6月 4日（日）午後 3時 00分 ~午後 5時 00分

 場所：おおみやソニックシティ　601会議室

● 第 35回合同講習会
 日時：平成 29年 7月 2日（日）午後 2時 00分 ~午後 4時 00分

 場所：埼玉県立武道館

 主管道場：合気道桶川愛氣会

 指導：植芝充央本部道場長（予定）

● 地域社会武道（合気道） 指導者研修会
 日時：平成 29年 11月 18日（土）19日（日）時間未定

 場所：埼玉県立武道館

 指導：未定

 参加資格：初段以上　（終了証の発行対象は三段以上）
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昨年、イランおよびアラブ首長国連邦で稽古してき
ました。
イランでは女性部の指導をさせていただき、日本人
女性では初ということでした。イランは宗教上の理由
で男女一緒には稽古できません。そんな男子禁制の場
所で、イラン美女 40数名との貴重な稽古となりました。
今回で 2度目の稽古になりますが、最初に行ったとき
は言葉の問題など不安がありましたが、温かく迎えて
もらい稽古をするうちに、そんな不安は忘れてしまう
程でした。今回訪れると、前回白帯だった人が茶帯に、
中高校生の若い層が増えて確かな成長を感じられまし
た。イランでは、「女性でも強くありたい。」とはっき
り言う方が多く、大変稽古熱心で力強い技を好む傾向
があるように思います。
イランで唯一残念だったのは、旅行者でもアルコー
ル禁止でお酒が飲めず、ノンアルコールの甘いビール
もどきで我慢の日々でした。そのおかげで、アラブ首
長国連邦のドバイで飲んだビールの美味しさは格別で
した。

ドバイでは、日中 40℃という大変気温の高い中、様々
な人種の方々と稽古を楽しみました。その時に大変お
世話になったドバイの先生が、昨年お亡くなりになり
とても残念です。
このように合気道を通じて、世界の人々と繋がると
いうことは、とても素晴らしいことだと思います。言
葉が通じなくても、合気道を通して繋がれる喜びを体
感できたのは、とても為になりました。合気道を始め
ていなければインドやドバイに行くことはなかったで
しょう。私自身、合気道を続けてきたおかげで、素晴
らしい方々と出会い、様々な貴重な体験ができました。
それが自分の成功にもなっているのだと思います。合
気道の稽古をすると、とても元気になれます。自分だ
けではなく周りの人も元気にし、そして幸せにする不
思議な力があると思います。
これからも人との出会いを大事にし、もっと成長で
きるよう精進していきたいと思います。

※このコーナーでは県内の女性合気道家をご紹介していきます。
自薦・他薦を問いませんので各道場よりのご応募をお待ちしております。

N A D E S H I K O

「彩の合気」への
投稿をお待ち
しています。
●表紙写真／写真1点あたり5MB以上のデータ

●道場行事報告／原稿1,000文字、写真2点

●彩のなでしこ／合気道への想いを原稿800文
字、写真1点

※画像はプリント写真もしくは写真 1点あたり 2MB
以上のデータでお願いします。画像解像度が低いと
印刷に適応いたしません。（プリント写真はご返却
いたします。）

登録メールアドレス変更の際は 
必ず事務局までご連絡ください。

連盟情報を伝達する手段としてご登録いただいております加盟団体の登録
メールアドレスですが、アドレスに変更が出た場合は速やかにご連絡をお願
いいたします。特に下記の 2例は、変更の連絡が忘れがちになりますので
ご注意ください。

●登録が携帯アドレスの場合、利用携帯電話会社変更があったとき。
●プロパイダーの変更を行ったとき。

応募は郵送またはメールにて

〒352-0011　埼玉県新座市野火止 5-4-26
埼玉県合気道連盟事務局　佐々木淳一
メールアドレス　sasaki@sainoaiki.com

世界の女性とともに
A&P合氣道石垣道場　長濱久美子（五段）

PB 8

彩の合気No.35　平成 29年 3月 1日発行（年 2回発行）
発行／埼玉県合気道連盟　編集人／埼玉県合気道連盟事務局　佐々木淳一　〒 352-0011　埼玉県新座市野火止 5-4-26　電話 090-8749-6575


